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【目 的 】  

 パ ノ ラ マ X 線 写 真 に お い て 、 下 顎 骨 下 縁 皮 質 骨 は 加 齢 や 低 骨 密 度 、 骨

粗 鬆 症 に よ り 吸 収 す る 。 一 般 的 な 骨 代 謝 の 観 点 か ら 、 皮 質 骨 が 吸 収 す る に

従 い 海 綿 骨 梁 は 減 少 す る と 考 え ら れ て い る 。 し か し 、 現 在 ま で に こ れ に 関 し て

詳 細 に評 価 した報 告 はない。本 研 究 の目 的 は、日 本 人 成 人 のパノラマ X 線

写 真 に お ける 下 顎 下 縁 皮 質 骨 の 形 態 と コ ー ン ビ ーム C T （ C B C T ） 画 像 に お

ける海 綿 骨 梁 構 造 との関 連 を評 価 することである。  

 

【対 象 および方 法 】  

 対 象 は 2 0 1 0 年 から 2 0 1 2 年 に松 本 歯 科 大 学 病 院 において、診 療 ために

パノラマ X 線 検 査 と C B C T 検 査 の両 方 を施 行 した 4 5 ~ 8 6 歳 までの男 女 5 0

名 （男 性 1 8 名 、女 性 3 2 名 ）である。下 顎 骨 下 縁 皮 質 骨 の形 態 は、パノラマ

X 線 写 真 上 で経 験 年 数 2 4 年 の歯 科 放 射 線 科 医 が田 口 らの分 類 に従 い 3

種 類 の 型 （ 1 型 ： 正 常 、 2 型 ： 中 等 度 吸 収 、 3 型 ： 高 度 吸 収 ） に 分 類 し た 。

C B C T 画 像 は 関 心 領 域 を オ ト ガ イ 孔 か ら 下 顎 角 ま で の 範 囲 で 、 下 顎 骨 下 縁

より 1 0 m mの高 さの 下 顎 骨 基 底 部 に設 定 した。 3 D画 像 解 析 システム を用 い、

全 骨 領 域 （ m m 3 ） 、 皮 質 骨 の 全 骨 領 域 に 対 す る 割 合 （ ％ ） 、 海 綿 骨 梁 の 全

骨 領 域 に 対 する 割 合 （％）およびフラクタル次 元 の骨 構 造 パラメーターを算 出

した。  

 統 計 解 析 は 皮 質 骨 形 態 の 型 間 に お け る 年 齢 、 現 在 歯 数 、 計 測 部 歯 数 に

よる差 と、型 と 4 つの骨 構 造 パラメーターの差 の評 価 に B o n f e r r o n i 補 正 を

し た 一 元 配 置 分 散 分 析 を 用 い た 。 型 間 の 性 差 と 計 測 側 の 差 は カ イ 二 乗 検

定 を 用 い た 。 ま た 、 年 齢 と 皮 質 骨 お よ び 海 綿 骨 梁 の 全 骨 領 域 に 対 す る 割 合

との相 関 をピアソンの相 関 係 数 により評 価 した。統 計 的 有 意 は P＜ 0 . 0 5 とし

た。  

 

【結 果 】  

 皮 質 骨 分 類 の結 果 は 1 型 2 2 人 、2 型 1 8 人 、 3 型 1 0 人 であった。型 間

に お け る 年 齢 （ P = 0 . 0 0 3 ） 、 性 差 （ P = 0 . 0 4 2 ） 、 現 在 歯 数 （ P = 0 . 0 2 7 ） に 有 意

差 が 認 め ら れ 、 計 測 部 歯 数 （ P ＝ 0 . 0 6 2 ） に は 関 連 傾 向 が あ っ た 。 計 測 側 （ P



＝0 . 5 6 9）には有 意 差 が認 められなかった。  

 型 間 に お い て 全 骨 領 域 に 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た （ P = 0 . 5 3 ） 。 皮 質 骨

の全 骨 領 域 に対 する割 合 では、 1 型 と 3 型 、 2 型 と 3 型 にそれぞれ有 意 差 が

認 められた（ P ＜0 . 0 0 1）。海 綿 骨 梁 の全 骨 領 域 に対 する割 合 では 3 型 が 1

型 （ P < 0 . 0 0 1）と 2 型 （P = 0 . 0 0 1 ）と比 較 して有 意 に高 かった。皮 質 骨 の菲 薄

化 はフラクタル次 元 の増 加 に強 く関 連 していた（ P = 0 . 0 1）。また、皮 質 骨 は加

齢 に 伴 い 著 し く 減 少 し た が （ r = - 0 . 2 9 、 P ＝ 0 . 0 4 ） 、 海 綿 骨 梁 は 著 し く 増 加 し

た（ r ＝ 0 . 3 4、P ＝0 . 0 1 7）。  

 

【考 察 】  

低 骨 密 度 や骨 粗 鬆 症 のスクリーニングに用 いられるパノラマ X 線 写 真 にお

け る 下 顎 骨 下 縁 皮 質 骨 の 形 態 は 、 海 綿 骨 梁 や フ ラ ク タ ル 次 元 の 増 加 と 強 く

関 連 し た 。 本 研 究 で は 、 皮 質 骨 の 割 合 は 加 齢 に よ り 減 少 し 、 一 方 、 海 綿 骨

は上 昇 した。これは、日 本 人 成 人 に お ける 下 顎 骨 の海 綿 骨 梁 構 造 の変 化 は、

一 般 的 な骨 格 の変 化 とは異 なることを示 唆 している。  
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